Lesson6 Part2 2005/11/30
　トマン・カズンズは有名なニューヨークの新聞記者だった。1964年に、彼は海外から帰国したが熱があり体中に痛みを感じた。一週間以内に彼はひどい病気になる。

　カズンズはいつも関節のひどい痛みに苦しみ痛みのせいで眠れなかった。彼の病気の治療法はなかったので医者達にできるのは彼の痛みがなくなるようにすることだけであった。毎日彼はそれを超えると危険な量の鎮痛剤を与えた。

その時カズンズは不快な感情は体に有害な影響があると読んだことを思い出した。彼はもし不快な感情が害を及ぼすなら、愉快な感情は健康にいいはずだと考えた。医者が彼に与えた鎮痛剤の代わりに、彼は痛みをやわらげるために笑いを試みることに決めました。

カズンズは面白い映画を見ることによる実験を始めました。一日以内に彼は10分間笑うと2時間は痛みを感じないで眠ることができるということを発見した。少しずつ彼は良くなり、ついに彼は病気から回復した。
